
1. まえがき
WAP（Wireless Application Protocol）フォーラムは，モ

バイルインターネット分野の業界標準化団体で，携帯電話

などのモバイル端末からインターネットのコンテンツへの

アクセスを実現することを主な目的に，プロトコルとアプ

リケーション環境の標準化を行っている．WAPフォーラム

では，当初WAPクライアント向けのコンテンツ記述言語と

して，XML（eXtensible Markup Language）に準拠した

WML（Wireless Markup Language）を規定した．

その最新バージョンであるWML 1.3は，画面が小さく処

理能力に制限があるモバイル端末向けに新たに作られた言

語であり，インターネット上で広く使用されているHTML

（HyperText Markup Language）と互換性がない．一方，iモ

ードでは，コンテンツ記述言語としてHTMLを採用してい

る．iモード対応HTMLは，HTML 2.0，3.2，4.0のサブセッ

トから構成され，最新バージョンは3.0である[1]．iモード

は1999年2月のサービス開始以来，順調にユーザを増やし，

2002年4月現在で3,200万以上のユーザを獲得し，社会イン

フラとして急速に浸透しつつある．iモードの急速な普及

は，WML 1.3のような無線固有のコンテンツ言語ではな

く，インターネットで広く普及しているHTMLを採用した

ことに起因していると考えられる．モバイルインターネッ

トを発展させるためには，急速に進展するインターネット

技術をタイムリーに取り込むことが必要であり，そのため

には，WAPにおいても，より一層インターネット標準との
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WAP 2.0の標準化において，iモード対応HTML固有の機

能をWAPフォーラムに提案した．その結果，WAP 2.0のコ

ンテンツ記述言語において，iモード対応HTMLとの機能的

な互換性を確保することができた．

iモード対応HTMLとの機能的な互換性を技術的に検証す

るために，iモードHTMLコンテンツとWAP 2.0 XHTMLコ

ンテンツのコンテンツ自動変換実験を行った．その結果に

ついて述べる．
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融合を図ることが望ましい．

以上を踏まえて，ドコモは，エリクソン社などの協力を

得てIETF（Internet Engineering Task Force）/W3C（World

Wide Web Consortium）で規定された仕様に基づいて，次

世代WAP（WAP 2.x）の標準化を行うことをWAPフォーラ

ムに提案した．本提案はWAPフォーラム内で広く受け入れ

られ，次世代WAPの最初の仕様であるWAP 2.0の最終仕様

が2002年1月に公開された[2]．

WAP 2.0では，コンテンツ記述言語として，W3Cで標準

化された次世代のコンテンツ記述言語であるXHTML

（eXtensible HyperText Markup Language）を採用した．

WAP 2.0標準化において，ドコモはiモード対応HTMLとの

機能的な互換性を保持することを最重要と考え，マーキー

などiモード対応HTML固有の機能をWAPフォーラムに提

案した．ドコモの提案はすべて受け入れられ，その結果，

WAP 2.0のコンテンツ記述言語において，iモード対応

HTMLとの機能的な互換性を確保することができた．

iモード対応HTMLとの機能的な互換性を技術的に検証

するために，iモード対応HTMLコンテンツからWAP 2.0

XHTMLコンテンツへのコンテンツ自動変換実験を実施し

た．当初は，iモードのサンプルコンテンツなどを用いて，

静的なコンテンツ変換実験を行い，変換可能なことを確認

した．しかし，コンテンツ変換技術の実用性を検証するた

めには，iモードユーザに実際に提供されているCGI

（Common Gateway Interface）などを用いた動的なコンテン

ツを対象に変換実験を行う必要があると考え，東芝iバリ

ュークリエーション社の協力を得て，iモードの代表的なユ

ーティリティ系コンテンツである「駅前探険倶楽部」を使

用してコンテンツ自動変換実験を行った．

本稿では，東芝iバリュークリエーション社と共同で実

施した，iモードHTMLコンテンツとWAP 2.0 XHTMLコン

テンツのコンテンツ自動変換実験の結果について述べる．

2. iモード対応HTMLと
WAP 2.0コンテンツ記述言語

WAP 2.0のコンテンツ記述言語は，大きく以下の2種類

から構成される[2]．

2.1 XHTML Mobile Profile
XHTMLのサブセットとしてW3Cで標準化された

XHTML Basic [3]を基本仕様として，iモードで利用実績の

高いhrタグ（コンテンツ内の区切りの水平線）などを追加

している．

2.2 WAP CSS
フォントや色といったコンテンツのスタイルを定義する

ためのW3C標準であるCSS 2（Cascading Style Sheet Level

2）[4]を基本として，モバイル端末向けのサブセットを定

義し，さらにマーキー（左右スクロール），アクセスキー

（キー入力によるリンク先の選択），入力モード（FEP

（Front End Processor）自動切り替え）などのiモードで使

用実績のある機能を追加している．

iモード対応HTMLとWAP 2.0のコンテンツ記述言語に関

する派生関係の概略を図1に示す．WAP 2.0のコンテンツ

記述言語は，図1に示すように，iモード対応HTMLで使用

実績のある機能についても含まれており，iモード対応

HTMLで実現可能な機能については，WAP 2.0コンテンツ

記述言語においても実現可能となっている．

XHTML Basicは，XMLを用いてHTMLを再定義した

XHTMLのサブセット仕様であることから，XMLの特徴が

そのままWAP 2.0コンテンツ記述言語の特徴となっている．

以下では，iモード対応HTMLと比較した，WAP 2.0コンテ

ンツ記述言語の主な特徴を述べる．

⑴ 高い拡張性

他のXML言語と組み合わせることが容易に可能であり，

将来の拡張に対して柔軟な対応が可能である．

例えば，XMLコンテンツに対する電子署名技術として

W3Cで標準化が進められているXML Signature [5]と組み合

わせた場合には，WAP 2.0コンテンツに対して電子署名を

付与することが可能となる．

⑵　厳密な文法

WAP 2.0コンテンツ記述言語は，iモード対応HTMLと比

較して文法が厳密であるため，ブラウザ作成が容易になる．

しかしその反面，コンテンツ作成者にとって正確なコンテ

ンツ作成が求められる．

⑶　文書構造とスタイル表現の切り分け

WAP 2.0コンテンツ記述言語では，文書構造とスタイル

表現を個別に定義しており，スタイル表現には，CSS2に基

づくWAP CSSを定義している．WAP CSSの採用により，

コンテンツ全体に適用するスタイル指定など，HTMLと比

較して柔軟なスタイル指定が可能となる．

iモード対応HTMLとWAP 2.0コンテンツ記述言語を用い

て記述したコンテンツの記述例を図2に，その実際の表示

イメージを図3に示す．画面表示上は同じ見え方をする

（図3）が，コンテンツの記述方法には違いがある（図2）．

したがって，iモード対応HTMLコンテンツをWAP 2.0コン

テンツ記述言語に準拠したブラウザで表示する場合や，逆

に，WAP 2.0コンテンツ記述言語で記述されたコンテンツ
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図2 iモード対応HTMLとWAP 2.0コンテンツ記述言語の記述例
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をiモード対応HTMLブラウザで表示する場合には，コン

テンツに使用されているタグの種類によっては表示できな

い場合が存在する．また，ブラウザの種類によっては，iモ

ード対応HTMLやWAP 2.0コンテンツ記述言語などの言語

種別を事前判断しており，サポートしている言語の種別と

異なるコンテンツの表示を行わない実装となっているもの

もある．

以上のことから，すでに市場に供給されているiモード

対応HTMLのみに対応したブラウザに対して，WAP 2.0コ

ンテンツ記述言語で記述されたコンテンツを正確に表示さ

せるためには，それをiモード対応HTMLに変換すること

が必要となる．逆に，WAP 2.0コンテンツ記述言語のみに

対応したブラウザに対して，iモード対応HTMLで記述さ

れたコンテンツを正確に表示するためには，それをWAP

2.0コンテンツ記述言語に変換することが必要となる．そこ

で我々は，以上に説明したiモード対応HTMLとWAP 2.0

コンテンツ記述言語の違いに着目し，その相互変換を実現

するコンテンツ変換技術の確立に取り組んだ．以下では，

その具体的な実現方式について述べる．

3. コンテンツ変換方式
HTMLやXHTMLで記述されたコンテンツは，タグとタ

グの関係を親子関係で表現可能であり，全体としてツリー

構造のモデル化が可能である．したがって，コンテンツ変

換の際には，そのコンテンツ構造を考慮に入れた変換を

行うことにより，効率の良いコンテンツ変換が可能であ

る．われわれは，コンテンツ構造を考慮したコンテンツ

変換方式として，XSLT（eXtensible Stylesheet Language

Transformations）[6]に着目した．XSLTは，XMLコンテン

ツの変換機能を提供するW3C仕様であり，あるXMLコン

テンツに対して特定範囲だけを指定し

たスタイルで表示することや，構成要

素の並べ替えを行うことが可能である．

もともとXSLTは，CSSと同様な機能を

提供するスタイルシート仕様である

XSL（Extensible Stylesheet Language）

の機能の一部であったが，そのコンテ

ンツ変換機能の汎用性が高く強力な機

能であるため，独立したXSLT仕様とし

て定義された．以上の理由により，iモ

ード対応HTMLコンテンツとWAP 2.0

コンテンツの変換方式として，XSLTを

採用した．

3.1 XSLT
図4は図2のiモード対応HTMLコンテンツからWAP 2.0

コンテンツに変換する際に使用するXSLTスタイルシート

の一部を示している．この例では，iモード対応HTMLコ

ンテンツのルートタグ，TITLEタグ，FONTタグにおける変

換記述例を示している．XSLTスタイルシートでは，template

タグとmatch属性を用いて変換箇所を指定するためのパタ

ーンマッチングを行い，templateタグの値に実際の変更内

容を記述するテンプレート指定を行う．テンプレート中に

記述しているapply－templateタグは，パターンマッチング

した箇所の配下の内容に関する処理の続行を指定してい

る．なお，パターンマッチングには，XML文書の特定部分

を指し示す構文を規定することが可能で，W3C標準である

XPath [7]を採用している．

3.2 文書の整形化と妥当性検証
上述したように，HTMLは文法が曖昧であるため，例え

ば，終了タグが存在しなくてもコンテンツを表示できるよ

うに実装したブラウザが多い．しかし，HTMLコンテンツ

を構造変換する際には，そのコンテンツ構造を解析する必

要があるため，HTMLコンテンツが正しく記述されている

必要がある．例えば，図2の②で示した属性の値をクォー

テーション（「”」もしくは「’」）で囲むことや，⑤のタグの

親子関係を正しく記述することなどである．このように誤

ったコンテンツ構造を訂正する作業を整形化と呼び，整形

化により訂正したHTMLコンテンツを整形式コンテンツと

呼ぶ．終了タグが存在しない場合に補足するなどの簡単な

文法上のエラーの訂正についてもこの時点で行う必要があ

る．なお，XHTMLは，その文法が厳密であり，コンテン

ツが文法に従って記述されているため，文書の整形化は必

HTML�
WAP�

�

：HyperText Markup Language�
：Wireless Application Protocol�
�

iモード対応HTML WAP 2.0コンテンツ記述言語�

DoCoMo Net
1.What’s New

 English Version
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 return this page.
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English Version
Push "*" key to
return this page.
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図3 iモード対応HTMLとWAP 2.0コンテンツ記述言語の表示例



要としない．

コンテンツに現れる要素の階層関係，属性の型など，コ

ンテンツの文法を定義したものがDTD（Document Type

Definition）であり，コンテンツがDTDの定義に従ってタ

グ付けが行われているかどうかの文法チェックを妥当性検

証と呼ぶ．

妥当性検証は，コンテンツの自動変換によって得られた

コンテンツが文法的にも間違いのないことを確認するため

に実施することが望ましい．

4. コンテンツ変換ツールの概要
WAP 2.0コンテンツ記述言語は，既存のiモード対応

HTMLと機能的な互換性を保つように仕様化されたが，一

般ユーザやコンテンツプロバイダにとって，新しいコンテ

ンツ記述言語を容易に受け入れられるかどうかは，技術的

な検証やソフトウェアツール類の準備が必要である．コン

テンツ変換技術は試験用コンテンツの作成や既存環境を流

用した新しい開発環境づくりなど，新たなコンテンツ記述

言語の導入にとって非常に有益な技術である．以下では，

コンテンツ変換に関する実証検証のために試作したソフト

ウェアについて述べる．

本コンテンツ変換ソフトウェアは，既存のiモード対応

HTMLとの機能互換性を検証することを目的に試作したた

め，変換対象をWAP 2.0コンテンツ記述言語仕様の中からi

モード対応HTMLに相当する仕様の範囲に留めている．i

モード対応HTMLコンテンツからWAP 2.0コンテンツへ変

換する場合のソフトウェア構成を図5に示す．この変換処

理の中心は①整形化，②XSLT変換，③妥当性検証の3つの

手順からなる．試作ソフトウェアでは，開発の時間短縮と

コストダウンのために，いくつかの既存のフリーソフトウ

ェアを利用した．試作に用いたフリーソフトウェアを表1

に示す．iモード対応HTMLコンテンツからWAP 2.0コンテ

ンツへのコンテンツ変換ルール（XSLTスタイルシート）は

iモード対応HTML仕様とWAP 2.0コンテンツ記述言語仕様

に基づいて，XSLTの標準機能を用いて新たに定義したもの

である．

変換の手順は，整形化ツール（HTML Tidy）がシフトJIS

（SJIS：Shift Japan Industrial Standard）に対応できていない

ため，まずiモード対応HTMLコンテンツにあるSJISの全

角かなと半角かなを10進数の文字コードに置換した後にコ

ンテンツを整形化する．次に，整形化されたiモード対応

HTMLコンテンツにおいて文字コードで表された全角かな

と半角かなの部分をSJISに戻すとともに，XSLTエンジン

の処理に必要となるXML宣言を追加する．その後，XSLT

によるコンテンツ変換と変換後コンテンツの妥当性検証の

処理を実施する．

WAP 2.0コンテンツからiモード対応HTMLコンテンツへ

の逆向きのコンテンツの変換についても，同様にコンテン

ツ変換ルール（XSLTスタイルシート）を別に定めた．な

お，逆向きのコンテンツ変換手順はXSLTの変換処理のみ
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<?xml version="1.0" ?> �
<xsl:stylesheet version="1.0" xmlns:xsl="http://www.w3.org/1999/XSL/Transform">�
<xsl:output method="xml" omit-xml-declaration="no" version="1.0" encoding="Shift_JIS" �
　　-doctype-system="wml20.dtd" doctype-public="-//WAPFORUM//DTD WML 2.0//EN" />�
�
<xsl:template match="/">�
　　<html xmlns="http://www.w3.org/1999/xhtml">�
　　　<xsl:apply-templates />�
　　</html>�
</xsl:template>�
�
<xsl:template match="TITLE">�
　　<title>�
　　　<xsl:apply-templates />�
　　</title>�
</xsl:template>�
�
<xsl:template match="FONT">�
　　<span>�
　　　<xsl:if test="@COLOR != ''">�
　　　　<xsl:attribute name="style">�
　　　　　<xsl:value-of select="concat( 'color:', @COLOR )"/>�
　　　　</xsl:attribute>�
　　　</xsl:if>�
　　　<xsl:apply-templates/>�
　　</span>�
</xsl:template>�
～�
</xsl:stylesheet>

テンプレート�
ルール�

＜テンプレート指定＞�
FONT タグ配下の内容を
spanタグで囲み，FONTタ
グに属性があればその値を
Styleタグの値としてコピー�

＜テンプレート指定＞�
ルートノード配下の内容
をhtmlタグで囲む�
（ネームスペース宣言付）�

＜テンプレート指定＞�
TITLEタグ配下の内容
を titleタグで囲む�

＜パターンマッチ＞�
ルートノードを探す�

＜パターンマッチ＞�
TITLEタグを探す�

＜パターンマッチ＞�
FONTタグを探す�

図4 XSLTスタイルシート例
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である．それは，WAP 2.0コンテンツの記述言語はもとも

とXML形式であるため整形化は不要であり，iモード対応

HTMLはXML形式ではなくDTDを持たないことから，妥

当性検証も行わないためである．

5. コンテンツ変換実験とその考察
5.1 コンテンツ変換実験の概要
実験コンテンツには，あらかじめコンテンツサーバ上で

ファイル形式に保存された静的なコンテンツと，ユーザか

らのリクエストを契機としてCGIや SSI（Server Side

Include）により生成される動的なコンテンツの2とおりを

対象として，iモード対応HTMLコンテンツからWAP 2.0コ

ンテンツへの変換実験を実施した．また，静的コンテンツ

を用いた実験では，変換によって生成したWAP 2.0コンテ

ンツをもう一度iモード対応HTMLコンテンツへと逆向き

に変換する実験も試みた．

静的コンテンツを用いた変換実験では，コンテンツ処理

自体の成功率とタグや属性に関する変換の成功率，変換の

前後におけるコンテンツサイズの変化量，変換処理の各手

順における処理時間の内訳について測定した．また，動的

コンテンツを用いた変換実験では，変換処理時間の内訳を

コンテンツ取得時間とコンテンツ変換時間に分けて計測

し，タグや属性の数やコンテンツサイズと変換処理時間の

関係について傾向分析を行った．

評価用コンテンツは，東芝iバリュークリエーション社

の協力を得て，iモードの代表的なユーティリティ系コンテ

ンツである「駅前探険倶楽部」を使用した．コンテンツの

内容は首都圏駅（10駅程度）の乗換案内，終電案内，時刻

表，駅の天気，近隣スポットの道案内などであり，道案内

については地図画像を添付するものである．動的コンテン

ツに関する実験では，コンテンツ・メニューを構成する各

トップページ以外は動的に生成されたコンテンツを用い

た．また，駅名以外の入力パラメータは特定のデフォルト

値に固定した．

5.2 実験システムの構成
静的コンテンツの実験環境はコンテンツ変換ソフトウェ

アをインストールしたノート型PCであり，評価用コンテ

ンツはローカルディスク上のファイルとして保存したもの

である．また，WAP 2.0コンテンツの画面表示を確認する

ために，試作したWAP 2.0ブラウザエミュレータを用いた．

動的コンテンツの実験に関するシステム構成を図6に示

す．コンテンツ変換ソフトウェアを組み込んだ実験用サー

バをコンテンツサーバとクライアントの間に配置する．実

験用サーバはサーブレットプログラムとして動作し，クラ

イアントから送信されたHTTPリクエストをコンテンツサ

ーバへ中継するとともに，コンテンツサーバから受信した

コンテンツをコンテンツ変換ソフトウェアの処理へ渡して

コンテンツ変換を実行する．その後，変換した新しいコン

テンツをクライアントへ向けて送信する．

5.3 実験結果と考察
⑴　コンテンツ変換の成功率

コンテンツ変換処理自体の成功率と，個々のタグおよび

属性に関する変換成功率について測定した．コンテンツ変

換処理では，整形化，XSLT変換，妥当性検証のすべての処

理を通過した場合を変換成功とした．249件のコンテンツ

を対象に変換処理を測定した結果，iモード対応HTML仕

様に定められたタグと属性の範囲であれば，100％の変換

成功率であった．

整形化ツールが出力したメッセージ数のうち，Errorメッ

セージについては0件となっており，Warningメッセージ

の総数は6,775件，コンテンツ数は249件となっている．実

名称�

HTML Tidy�

Ver.4�

Xalan C++�

Ver.1.0�

XML4C�

Ver.3.3.1

補足�

W3Cより公開�

�

Apache Software Foundationが公開�

�

IBM Alpha Worksが公開するXMLパー

サであり，妥当性検証のツールを持つ�

整形化�

�

XSLTエンジン�

�

妥当性検証�

�

：HyperText Markup Language�
：World Wide Web Consortium�
：eXtensible Markup Language�
：eXtensible Stylesheet Language Transformations�
�

HTML�
W3C�
XML�
XSLT

表1 フリーソフトウェア一覧

HTML�
SJIS�

XHTML�
XML�
XSLT

：HyperText Markup Language�
：Shift Japan Industrial Standard（シフトJIS）�
：eXtensible HyperText Markup Language�
：eXtensible Markup Language�
：eXtensible Stylesheet Language Transformations�
�

コンテンツ変換ツール本体�

SJIS対応�

整形化�
ツール�

（HTML Tidy）�

XSLT変換�
エンジン�

（Xalan-C++)

変換テンプ�
レートルール�

妥当性検証�
ツール�

（XML4C�
Ver. 3.3.1）�

Windows 98

図5 ソフトウェア構成
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際に出力されたWarningメ

ッセージの内容を表2に示

す．各Warningメッセージ

における処理内容は次のと

おりである．

①　「 ‘&’のエンティティ

参照形式への置換」を

示すメッセージはすべ

てのコンテンツで出力

された．Aタグのhref

属性の値が ‘&’ を含ん

で記述されていたもの

であり，これをXML仕

様に従って ‘&amp;’ に

置換したことを示す．

②　「HTML構造異常の修正」を示すメッセージは，

HTML仕様ではpreタグにはhrタグなどのブロックレ

ベルのタグを含めてはならないにもかかわらず，その

ような記述がなされていたことを示すものであり，hr

タグをpreタグの中から外すために，hrタグの前にpre

の終了タグを，hrタグの後ろにpreの開始タグを挿入

したことを示す．

③　「未設定の必須属性の追加」を示すメッセージの場

合，その属性を空の値で追加する．

④　「HTML未定義属性あり」を示すメッセージの場合，

その属性と値を削除する．

また，iモード対応HTMLコンテンツからコンテンツ変

換によって生成したWAP 2.0コンテンツをもう一度iモード

対応HTMLコンテンツへ逆変換した場合にも，変換成功率

は100％であることを確認した．

⑵　コンテンツサイズの比較

変換前後のコンテンツサイズの比較を図7に示す．変換

後のWAP 2.0コンテンツは元のiモード対応HTMLコンテ

ンツのサイズに関係なく，ほぼ一定に増加する（平均340

バイト程度）．これはXML宣言（約44バイト），DOCTYPE

宣言（約67バイト），ネームスペース宣言（約45バイト）

について固定的な増加となる．さらに，iモード対応HTML

では省略可能であった終了タグや属性値のダブルクォーテ

ーションの追加や，‘&’ や ‘<’，‘>’ など，XML仕様で予約文

字としてに扱われる文字が，それぞれ ‘&amp;’ や ‘&lt;’，

‘&gt;’などのエンティティ参照形式に置換される分だけ増加

する．また，WAP 2.0コンテンツへの変換によって，特に

大きく増加する場合（500バイト以上）には，終了タグの

省略や属性値の ‘&’が多数含まれる傾向が見られた．

⑶　静的コンテンツの変換処理時間

静的コンテンツに関する変換処理時間の内訳を図8に示

す．整形化の処理はSJIS対応部分を含めて全体の10％程度

であり，XSLT変換と妥当性検証の処理がそれぞれ約45％

と大きな割合を占めた．処理時間に関しては，コンテンツ

のサイズ，あるいはコンテンツに記述されたタグ・属性の

数のいずれかに依存して大きくなる傾向が見られた．

⑷　動的コンテンツの変換処理時間

動的コンテンツでは，クライアントから実験用サーバを

経てコンテンツサーバへアクセスする際の応答時間を測定

コ
ン
テ
ン
ツ
サ
イ
ズ
【
バ
イト

】
�

4,000

3,500

3,000

2,500

2,000

1,500
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0

コンテンツ【件】�
（変換前コンテンツサイズの昇順に並べ換えた場合）�
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変換後／変換前�
�

変換後コンテンツサイズ�
�

変換前コンテンツサイズ�
�

図7 コンテンツサイズの比較

メッセージ総数�
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出力コンテンツ数�

249�
�

114�

10�

3

メッセージ内容�

‘&’のエンティティ参照�
形式への置換�

HTML構造異常修正�

未設定の必須属性の追加�

HTML未定義属性あり�

：HyperText Markup Language�
�

HTML�
�

表2 Warningメッセージ内容

WAP 2.0�
コンテンツ�

HTML�
WAP�

XHTML

：HyperText Markup Language�
：Wireless Application Protocol�
：eXtensible HyperText Markup Language�
�
�

iモード対応HTML�
コンテンツ�

コンテンツ�
変換ツール�

�

�

Webサーバ�
Servlet

クライアント� 実験用サーバ� コンテンツサーバ�

変換� 入力�

ネットワーク�

WAP 2.0ブラウザ�
エミュレータ�

図6 システム構成
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した．測定は実験サーバにて行い，測定ポイントを次に示

す処理内容に分けた．

・実験用サーバがコンテンツサーバからコンテンツを取

得する時間（Fetch）

・コンテンツサーバから取得したコンテンツをファイル

形式に出力する時間（Input）

・コンテンツ変換ソフトウェアの変換処理時間

（Transform）

・変換後のファイルをクライアント側へ出力するまでの

時間（Output）

図9は処理時間の内訳をコンテンツ種別に分けて比較し

たものである．道案内コンテンツは地図画像が添付された

ものであり，コンテンツの取得時間の比率が大きい．

図10はコンテンツサイズと変

換時間の関係を示す．乗換案内や

終電案内のコンテンツなど，比較

的サイズの大きなものはサイズに

比例して変換時間が増える傾向に

あるが，駅の天気や時刻表のコン

テンツでは，コンテンツサイズと

は無関係に処理時間にバラツキが

見られた．また，構成タグ数の分

析を行ったところでは，コンテン

ツの種別ごとに構成タグ数が近い

値になる傾向があり，変換時間に

ついては構成タグ数とは無関係に

ばらつきが見られた．

6.  あとがき
東芝iバリュークリエーション

社と共同で実施した，iモード

HTMLコンテンツとWAP 2.0コン

テンツのコンテンツ自動変換実験

の結果について述べた．東芝iバ

リュークリエーション社から提供

していただいた「駅前探険倶楽

部」のコンテンツに関しては

100％変換可能なことを確認した．

今後は，より広範囲なコンテン

ツを利用して評価することによ

り，本変換技術の実用性を検証す

るとともに，実用化に向けて変換

ソフトウェアツール類の整備につ

いても検討を進める予定である．

整形化�

XSLT変換�

妥当性検証�

10％�

48％�

42％�

XSLT：eXtensible Stylesheet Language Transformations

図8 変換処理時間の内訳
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